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どんな研究なの？

今日では、感染症の検出にはPCR検
査を用いることがスタンダードになっ
ています。PCR検査は高精度な検査が
可能な一方で、検体取得を含めた検査
完了までには時間を要します。

感染が拡大する環境においては、検
査精度と安全性を保ったまま、より迅
速な検査方法が求められています。近
年ではCOVID-19が猛威を振るいました
が、今後も既存の、あるいは新たな感
染症でパンデミックが起きる可能性は
残念ながら否定できません。

本研究では、RGBカメラ、深度カメ
ラ及び赤外線カメラを備えたハード
ウェアと、それらカメラから得られる
情報を分析して感染の有無を高精度に
判別するシステムを開発しました。

こんな応用に期待！ こんな研究室です！

感染症スクリーニングデバイス
非接触で高精度に感染有無を判別

感染症、呼吸・循環器系、精神科領
域などの新しい医用システムにつなが
る診断アルゴリズムの提案、診断アル
ゴリズムを実装したプロトタイプのシ
ステムデザイン、プロトタイプを用い
た臨床研究を行い、東京都立大学発ス
タートアップであるVital Lab(株)と
連携しつつ研究成果の社会実装に取り
組んでいます。

本デバイスを用いて実際のCOVID-19
の感染病棟*での臨床試験を行ったとこ
ろ、約90%の感染有無判別精度が発揮
できました。呼吸数、体温、心拍数を
高精度に取得できる点に特徴があるた
め、COVID-19に限らず多種の感染症に
も応用可能です。
*The First Central Hospital of Mongolia
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